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神
出
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

前
渕 

芳
信 

  

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
神
出
自
治
協
議
会
の
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
前
渕
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

神
出
町
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
ふ
れ
ま
ち
協
及
び
神

出
自
治
協
議
会
の
諸
活
動
に
対
し
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ご
尽
力
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

書
面
に
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
十
八
年
一
月
の
定
例
自
治
協
議
会
に
於
い
て
二
十

八
年
度
に
向
か
っ
て
執
行
部
役
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

会
長 

 
 

前
渕 

芳
信 

（
南
上
） 

 

副
会
長 

 

藤
田 

芳
生 

（
南
下
） 

 

副
会
長 

 

藤
原 

秀
勝 

（
上
北
古
） 

 

会
計 

 
 

梶 
 

正
樹 

（
老
ノ
口
） 

 
 

幹
事 

 
 

岩
本 

逸
雄 

（
吉
生
） 

 

監
査 

 
 

大
西 

増
弘 

（
神
納
） 

 

監
査 

 
 

胸
永 

重
昭 

（
山
西
） 

   

以
上
の
よ
う
に
決
ま
り
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
の
で
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

二
十
八
年
度
も
四
月
の
自
治
協
議
会
総
会
に
て
承
認
を

頂
き
、
神
出
自
治
協
議
会
に
よ
る
種
々
の
行
事
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

行
事
実
施
に
際
し
ま
し
て
は
各
種
団
体
の
皆
様
に
は
計

画
か
ら
実
施
ま
で
何
か
と
お
手
数
を
煩
わ
し
ま
す
が
、

神
出
地
区
の
活
性
化
を
図
る
為
に
も
な
に
と
ぞ
ご
協
力 

 
 

 
 
 

「
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
の
報
告
」 

 
 

 

良
い
地
域
環
境
の
た
め
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
風
景
保
全
育
成
部
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
会
長 

田
中
敏
憲 

   

神
戸
市
で
は
平
成
八
年
に
「
人
と
自
然
の
共
生

ゾ
ー
ン
指
定
等
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

平
成
十
一
年
に
は
、
同
条
例
に
基
づ
く
「
農
村
用

途
区
域
」
の
指
定
が
行
な
わ
れ
、
届
け
出
制
度
に

よ
る
「
里
づ
く
り
協
議
会
」
と
「
里
づ
く
り
計

画
」
の
認
定
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

多
く
の
集
落
が
、
住
民
自
ら
が
協
議
し
、
行
政
担

当
者
や
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
固
有
の
土
地
利

用
計
画
を
策
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
性
も

あ
り
、
そ
の
策
定
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
、
町
全
体
と
し
て
は
、
虫
食
い
的
な

土
地
利
用
を
露
呈
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
昨
今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
極

め
て
厳
し
く
、
農
地
に
対
す
る
価
値
意
識
が
損
な

わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
、
里
づ
く
り
に
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。 

 

地
域
リ
ー
ダ
ー
達
の
地
域
に
対
す
る
愛
情
は
、

時
代
が
変
わ
っ
て
も
決
し
て
失
わ
れ
て
い
な
い
と

信
じ
な
が
ら
も
、
農
業
を
生
業
と
す
る
農
家
に
明

る
い
明
日
が
見
え
な
い
こ
と
で
、
元
気
が
損
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
や
土
地
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
、
農
道
の
施
設
移
管
問
題

な
ど
の
負
の
遺
産
を
抱
え
て
の
里
づ
く
り
計
画
は

勿
論
、
す
で
に
計
画
を
策
定
し
た
集
落
で
も
、
見

直
し
の
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 
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１ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
の
節
目
を

迎
え
神
戸
市
の
各
地
で
震
災
に
関
す
る
諸
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
私
た
ち
は
震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
次
世

代
に
語
り
つ
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

災
害
の
備
え
と
し
て
今
年
も
恒
例
の
支
部
別
防
災
訓

練
を
三
月
十
三
日
に
老
ノ
口
、
東
、
南
上
、
南
下
、

田
井
、
神
納 

各
支
部
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

自
治
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
。 

 
①
現
在
玉
津
地
区
に
あ
る
西
区
庁
舎
の
老
朽
化
、
狭 

 
 
 
 

 
隘
化
の
た
め
新
区
庁
舎
を
西
神
中
央
地
域
に
整
備 
 

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
29
～
30
年
頃 

基
本
設
計
・
実
施
設
計 

 

平
成
31
～
32
年
頃 

入
札
手
続
き
・
建
設
工
事 

②
朝
夕
の
交
通
停
滞
緩
和
に
向
け
国
道
１
７
５
号
線 

 
 

神
出
バ
イ
パ
ス
田
井
西
交
差
点
に
北
か
ら
南
行
き 

 
 

方
向
で
左
折
れ
車
線
の
増
設
工
事
が
実
施
さ
れ
ま 

 

す
。
（
ふ
れ
ま
ち
通
信
が
発
行
さ
れ
る
時
に 

 

は
工
事
は
完
了
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
） 

 
 

 

今
年
も
安
心
し
て
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
神
出
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
重
ね
て
皆
様
の
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                
 

 
 

 パートナシップ１週年記念式典 

神出楽団発演奏（協力：神出中学吹奏楽部） 

感
謝
状
贈
呈 

（委
員
長
か
ら
藤
本
校
長
へ
） 

震
災
ボ
ー
ド
除
幕
式 



2016/3/25 第３０号 ふれまち神出通信 

 

こ
う
い
っ
た
時
代
の
流
れ
の
中
、
原
風
景
保
全
育
成

部
会
で
は
、
生
活
環
境
、
営
農
環
境
等
を
破
壊
す
る
迷

惑
施
設
の
立
地
を
防
ぎ
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
の
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
、
共
有
す
る
こ
と

を
基
本
理
念
に
、
定
期
的
な
勉
強
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
今
、
一
期
二
年
の
任
期
を
中
心
に
多
く
の
地
区

リ
ー
ダ
ー
が
交
代
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
充
分
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
部
会
の
取
り
組
み
が
、
地
区
リ
ー
ダ
ー
の

皆
様
に
、
地
域
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
、
何
を
受
け
継

ぎ
、
何
を
変
え
、
そ
し
て
何
を
付
け
加
え
て
質
の
高
い

里
づ
く
り
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
け
ば
い
い
の
か
を

考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
共
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。  

 
  
 

 
 

「
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
の
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 

に
ぎ
わ
い
創
出
部
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部
会
長 

梶 

哲
郎 

  

神
戸
市
長
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
き
っ
か

け
に
“
に
ぎ
わ
い
創
出
・
部
会
・
”
も
こ
の
三
月
で
丸

五
年
が
経
過
し
ま
す
。 

先
輩
諸
氏
や
行
政
の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
水
と
緑
の
神
出

町
を
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。 

結
果
、
神
出
町
魅
惑
情
報
マ
ッ
プ
作
り
で
は
神
出
町
の

魅
惑
を
紹
介
で
き
る
立
派
な
マ
ッ
プ
が
完
成
、
神
出
楽

団
の
結
成
、
花
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
春
の
桜
と
菜
の

花
・
秋
の
コ
ス
モ
ス
）
、
七
夕
祭
り
な
ど
の
活
動
や
行

事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

私
も
昨
年
四
月
に
部
会
長
に
任
命
さ
れ
、
何
か
新
し
い

行
事
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
代
わ
り

映
え
の
な
い
一
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

四
月
に
は
い
か
に
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
が

私
の
仕
事
だ
と
こ
の
通
信
で
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

神
出
楽
団
は
大
き
く
成
長
し
、
神
出
町
の
行
事
の
み
な

ら
ず
神
出
町
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
色
々
な
施
設
か
ら
も

参
加
要
請
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
恵
方
、
南
南
東
の
地
、
和
歌
山
へ
向
い
ま

し
た
。 

 

最
初
は
紀
州
国
一
の
宮
、
日
前
宮
へ
。 

一
つ
の
境
内
に
二
つ
の
神
社
「
日
前
神
宮
・
国
懸

神
宮
」
（
ひ
の
く
ま
・
く 

に
か
か
す
）
が
祀
ら
れ
て 

い
て
、
別
称
、
名
草
宮
と 

も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い 

ま
す
。
参
拝
後
、
昼
食
処 

「
が
ん
こ
和
歌
山
六
三
園
」 

へ
、
贅
を
尽
く
し
た
建
屋 

と
手
入
れ
の
行
き
届
い
た 

広
大
な
庭
園
を
眺
め
な
が 

ら
の
食
事
は
最
高
で
し
た
。 

 

二
社
目
は
竈
山
（
か
ま
や
ま
）
神
社
、
神
武
天

皇
の
兄
君
、
彦
五
瀬
命 

（
ヒ
コ
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
） 

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

大
和
平
定
の
途
中
戦
傷
で 

亡
く
な
ら
れ
竈
山
に
葬
ら 

れ
ま
し
た
。
さ
す
が
皇
室 

御
崇
敬
の
大
社
は
荘
厳
な 

た
た
ず
ま
い
で
し
た
。 

 

三
社
目
は
紀
三
井
寺
（
キ
ミ
イ
デ
ラ
）
、
西
国

観
音
霊
場
第
二
番
札
所
。 

名
草
山
か
ら
湧
き
出
す
三 

つ
の
霊
泉
（
清
浄
水
、
楊 

柳
水
、
吉
祥
水
）
か
ら
、 

紀
三
井
寺
と
し
て
親
し
ま 

れ
て
い
ま
す
。
本
堂
へ
の 

階
段
は
き
つ
く
、
長
く
高 

齢
者
に
と
っ
て
は
し
ん
ど 

か
っ
た
で
す
。 

 

参
拝
も
無
事
済
ま
せ
お
土
産
処
、
黒
潮
市
場
へ

申
年
に
ち
な
ん
で
か
「
猿
芸
」
が
披
露
さ
れ
て
お

り
見
物
・
笑
い
と
拍
手
の
連
続
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
、
た
く
さ
ん
の
土
産
物
を
手
に
バ
ス
へ
、

岐
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

２ 

ま
た
花
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
コ
ス
モ
ス
は
十
集
落

で
３
２
４
．
５
ａ
、
菜
の
花
は
六
集
落
で
５
１
３
ａ

と
集
落
数
、
面
積
と
も
昨
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
昨

年
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
の
観
賞
会
と
称
し
て
神
出
中
の

コ
ス
モ
ス
を
撮
影
し
て
回
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
七
夕
祭
り
も
三
回
目
を
迎
え
初
め
て
天
候
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
参
加
者
も
３
０
０
人

近
く
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
も
皆

様
の
御
協
力
・
御
参
加
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

に
ぎ
わ
い
・
創
出
部
会
は
２
０
１
６
年
も
豊
か
な
水

と
緑
の
神
出
町
を
、
精
い
っ
ぱ
い
盛
り
上
げ
て
行
こ

う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
の
御
協
力
、
ご

参
加
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

             

三
社
参
り
・か
た
こ
の
花
園 

 
 
 
 

神
出
か
た
こ
会
連
絡
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

中
嶋 
璋
文 

   

一
月
七
日
（
木
）
、
年
明
け
か
ら
続
く
穏
や
か
な

天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
神
出
各
地
か
ら
三
台
の
バ
ス

で
九
十
三
人
が
参
加
、
第
二
神
明
名
谷
Ｐ
Ａ
で
合
流
、

休
憩
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
飛
び
交
い
新
年
の
出
会
い
を
喜
ぶ
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

    
 

       

神出中学校西ハイキング道拡幅 
 
 

 

 
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
 

 
 
 
 
 
安
全
・
安
心
推
進
部
会
 

 
 
 
 
 
 
 
部
会
長
 
穴
田
 
泰
久
 

  
新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
安
全
安
心
推
進
部
会
の
穴
田
と
申
し
ま
す
。

昨
年
9

月
に
は
、
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
協
力

に
よ
り
、
神
出
町
一
斉
ｸ
ﾘｰ

ﾝ
作
戦
を
行
う

事
が
出
来
ま
し
た
。
反
省
点
で
、
企
画
実
行
に

時
間
が
余
り
な
く
全
自
治
会
で
の
参
加
と
は
、

行
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
本
年
度
、
一
斉
ｸ

ﾘｰ

ﾝ
作
戦
実
行
日
を
早
く
発
表
さ
せ
て
頂
き

全
自
治
会
参
加
で
、
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
神
出
町
を
美
し
く
」
は
、
我
々
部
会
で
の
取
り

組
み
で
す
。
各
自
治
会
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

又
、
「
子
供
、
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
向
上
」
で

の
取
り
組
み
で
は
、
小
中
P

T

A

保
護
者
皆
様

方
の
ご
協
力
で
危
険
箇
所
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ
の
作
成

を
致
し
ま
し
た
。
各
自
治
会
長
様
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
少
し
時
間
を
頂
い
て
の
実

態
調
査
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
各
自
治
会

最
低
で
も
、
立
て
看
板
2

枚
ご
用
意
致
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
追
加
分
は
各
自
治
会
で

の
ご
協
力
を
合
わ
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
部
会
で
、

黄
色
い
ベ
ス
ト
を
追
加
製
作
中
で
す
。
完
成
時

に
は
、
各
種
団
体
、
各
自
治
会
活
動
時
に
 

是
非
と
も
着
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

  

 

 
 
消
防
団
活
動
 

 
 
 
 
 
西
消
防
団
神
出
支
団
 

 
 
 
 
 
 
 
 
支
団
長
 
穴
田
泰
久
 

  
平
成
二
十
四
年
の
漢
字
は
、
「
金
」
と
な
っ
た
。

何
か
違
和
感
が
あ
り
、
む
し
ろ
「
変
化
」
の
年

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西区防災シンポにて活動を報告 

七夕まつりにて 
神
出
楽
団
演
奏 

料理教室にて 

神出楽団演奏 

コスモス 
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区
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発
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パ
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１
 

 
自
治
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議
会
・
ま
ち
里
報
告
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２
 

 
消
防
団
・
友
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報
告
 
 
 
 
・
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３
 

 
民
児
協
・
小
学
校
報
告
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４
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学
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・
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報
告
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か
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こ
会
・
環
境
局
報
告
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６
 

 
 

○
か
た
こ
の
花
園 

四
月
十
日
（
日
）
に
開
園
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
標
高

二
四
九
メ
ー
ト
ル
の
雌
岡
山
、
山
頂
近
く
で
紫
色
の
六

花
弁
が
、
皆
様
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

二
十
一
日
迄
開
園
期
間
中
は
神
出
か
た
こ
会
の
会
員
が

ご
案
内
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 

「
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
消
防
団
神
出
支
団 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
団
長 
穴
田 

泰
久 

  

何
時
も
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
四
月
よ
り
支
団
長
を
さ
せ
て
頂
き
本
年

三
月
末
を
持
っ
て
一
期
四
年
が
、
微
力
な
が
ら
皆
様
方

の
多
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
終
え
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
心
よ
り
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
新
年
度
は
、
支
団
本
部
も
ご
先
輩
方
々
の
御
勇
退

に
よ
り
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
成
り
ま
す
。 

支
団
本
部
が
、
軸
と
成
り
神
出
支
団
が
一
致
団
結
を
し
、

神
出
町
皆
様
方
の
生
命
・
財
産
を
お
守
り
し
安
全
・
安

心
の
為
に
活
動
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

三
月
に
は
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
部
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。 

 

震
災
は
、
忘
れ
た
頃
に
遣
っ
て
く
る
と
申
し
ま
す
。

南
海
東
南
海
地
震
も
今
後
三
十
年
年
以
内
に
七
割
強
の

確
率
で
起
き
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
様
々
な
自
然
災
害
も
想
像
以
上
の
猛
威
で
起
き

て
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
個
々
の
意
識
の
向
上
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

の
で
一
人
で
も
多
く
の
訓
練
参
加
お
願
い
し
ま
す
。 

最
後
に
神
出
町
の
為
に
出
来
る
限
り
の
支
援
活
動
を
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
元
民
生
委
員
に
よ
る
お
祝
い

の
詩
吟
と
琴
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
方
の
飛
び
入
り
で
す
ば
ら
し
い

声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
二
時
間
の
ふ
れ
あ
い
の
宴

も
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

          

三
十
年
間
の
ふ
れ
あ
い
会
食
会
の
歴
史
と
関
係
者

の
想
い
を
記
念
誌
と
し
て
作
成
し
、
紅
白
の
菓
子
を

添
え
て
お
土
産
と
し
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
の
社
会
状
況
と
同
様
に
高
齢
化
と
一
人
ぐ
ら
し

が
進
む
神
出
町
に
お
い
て
も
近
所
の
支
え
合
い
と
見

守
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」

「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
を
継
続
し
て
行
い
、
一
人
で
も

閉
じ
こ
も
り
の
な
い
神
出
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

各
委
員
に
お
声
が
け
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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友
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か
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環
境
局
報
告
 
 
・
６
 

 
 

３ 

 

「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
30
周
年
記
念
」
を
開
催 

 
 
 
 
 
 
 

民
生
児
童
委
員
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

田
中
福
美 
 

   

神
出
町
に
お
い
て
、
民
生
委
員
に
よ
る
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
が
始
ま
り

30
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

行
政
の
指
導
に
よ
り
老
人
い
こ
い
の
家
で
始
ま
り

ま
し
た
が
そ
こ
は
調
理
場
も
な
く
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

昭
和
62
年
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
関
係
団
体
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
送
迎
の
実
施
等
の
ご
協
力
ご
指
導
と
メ
ン

バ
ー
様
の
参
加
意
欲
に
よ
り
先
輩
民
生
委
員
の
想

い
が
継
承
で
き
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

一
月
十
二
日
（
火
）
、
新
年
ふ
れ
あ
い
会
食
会

は
30
周
年
記
念
も
併
せ
て
い
つ
も
の
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。 

一
階
の
廊
下
に
机
を
並
べ
て
全
室
オ
ー
プ
ン
で
、

七
十
八
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

来
賓
は
、
神
出
自
治
協
議
会
会
長
前
渕
様
と
西
区

長
梶
川
様
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
白
波
瀬
様

は
じ
め
各
機
関
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
様
、

元
民
生
委
員
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。 

        

そ
の
上
あ
た
た
か
い
お
言
葉
に
感
謝
状
も
い
た
だ

き
感
激
と
感
謝
で
す
。 

会
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
一
月
恒
例
の
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
（
赤
飯
等
三
十
種
）
そ
し
て
押
部
自
治
会
長
の

手
打
ち
そ
ば
で
、
新
そ
ば
の
食
感
を
堪
能
し
ま
し

た
。 

    
   

 

区間賞を勝ち取った田井班の選手の激走 

展示ボード(連絡所敷地内） 
料
理
教
室 
 

 

序幕式にて 

 

グランドゴルフ大会にて 

グランドゴルフ大会にて 

前渕自治会長 

 

梶川西区長 

 

琴の演奏 

ふれあい会食会 
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自
治
協
議
会
・
ま
ち
里
報
告
 
・
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消
防
団
・
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愛
報
告
 
 
 
 
・
・
３
 

 
民
児
協
・
小
学
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報
告
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４
 

 
中
学
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・
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館
報
告
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環
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局
報
告
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救
命
講
習
で
の
出
来
事 

 
 
 
 
 
 

神
出
友
愛
会
長 

亀
田 

和
美  

 
 

 

北
山
小
学
校
五
年
生
に
救
命
講
習
入
門
コ
ー
ス
を

指
導
す
る
こ
と
に
な
り
心
配
で
し
た
。 

 

胸
骨
圧
迫
の
人
形
は
正
確
に
押
す
と
音
が
鳴
る
の

で
す
が
、
女
の
子
は
力
が
な
く
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
初
め
て
な
の
で
全
然
鳴
ら
な
く
て
、
小

学
生
だ
か
ら
仕
方
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
力

強
く
押
せ
る
子
が
出
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
様
子
を
見
て
、
出
来
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

「
も
う
一
回
や
っ
て
み
た
い
」
と
言
い
出
し
て
再
挑

戦
し
ま
し
た
。 

す
る
と
み
ん
な
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大
人
が
言
う
よ
り
、
子
供
同
士
の
力
と
い
う
か
励
ま

し
は
大
事
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

後
日
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
も
ら
い
、
初
め
て
の
こ
と
で
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。 

「
一
度
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ

て
、
出
来
れ
ば
神
出
で
も
講
習
会
や
っ
て
も
ら
え
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

   

「
平
成
二
十
七
年
度
を
振
り
返
っ
て
・
・
・
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
出
地
区
子
ど
も
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桃
尾 

輝
代 

  

例
年
通
り
、
子
ど
も
会
主
催
の
行
事
は
「
映
画
鑑

賞
会
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
だ
け
で
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
達
の
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

子
ど
も
会
活
動
以
外
に
も
、
い
ろ
ん
な
行
事
に
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
関
わ
る
事
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
う
し
て
十
一
月
の
研
究
会
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
当

日
は
外
か
ら
約
七
十
人
の
先
生
方
が
参
観
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
授
業
後
に
は
、
そ
の
授
業
が
子
供
た
ち
に
ど
の

よ
う
に
機
能
し
た
か
、
教
師
の
指
導
方
法
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
ま
た
改
善
す
べ
き
点
は
何
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
真
剣
な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
教
師
の
最
も
大
切
な
仕
事
は
授
業
で
す
。
今
回

の
研
究
会
は
、
授
業
公
開
し
た
者
の
み
な
ら
ず
、
関
係

す
る
本
校
の
全
て
の
教
職
員
に
と
っ
て
膨
大
な
時
間
と

労
力
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
校
の
教
師

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
自
己
の
指
導
力
を
高
め
る
大
変

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
教
職
員
に
と
っ
て
、
こ
れ
で
良
し
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
目
標
を
持
ち
、
来
年
度
も
研
鑚

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

          

「今
日
の
一
歩
が
未
来
へ
の
一
歩
！
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

神
戸
市
立
神
出
中
学
校
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
本
明
宏 

  

表
題
は
今
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。 

「
未
来
」
は
「
あ
す
」
と
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

今
日
の
頑
張
り
が
明
日
に
つ
な
が
り
、
き
っ
と
未
来
の

自
分
を
創
っ
て
い
く
の
だ
。 

健
気
に
努
力
す
る
中
学
生
の
真
っ
直
ぐ
な
心
意
気
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

生
活
し
て
い
ま
す
と
、
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
悩
ん
だ
り
、
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
た
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
不
安
に
襲

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。 
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４ 

 

よ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
で
神
出
町
の
事
を
少
し
知
る
こ
と
が
出 

来
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

私
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
八
年
度
は
六
地
区
で
の
子
ど
も
会
活

動
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
九
年

度
か
ら
は
更
に
一
地
区
が
脱
会
の
為
五
地
区
に
な

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 

現
在
で
は
小
学
一
年
生
～
六
年
生
の
全
て
の
学
年

が
一
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
後
の
子
ど
も
会
の
体
制
に
つ
い
て
結
論
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
話
し
合
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

何
も
分
か
ら
ず
始
ま
っ
た
一
年
で
し
た
が
、
何
と

か
無
事
に
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

    
人
権
教
育
研
究
会
を
通
じ
て 

 
 
 
 
 

神
出
小
学
校
長 

竹
森
潤
兒 
  

今
年
度
、
本
校
は
神
戸
市
教
育
委
員
会
の
指
定

を
受
け
、
人
権
教
育
の
研
究
会
を
持
ち
ま
し
た
。

「
人
権
」
と
い
っ
て
も
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で

は
な
く
、
ど
の
子
も
学
習
が
わ
か
る
、
ど
の
子
も

自
分
の
課
題
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
、
そ
し
て
、

友
達
同
士
が
教
え
合
い
、
意
見
を
交
換
し
合
っ
て

共
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
進
め
ま
し

た
。 

そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
、
私
た
ち
教
職
員
自
身
の

指
導
力
向
上
を
図
る
こ
と
で
し
た
。
今
年
度
は
全

て
の
教
員
が
一
学
期
の
間
に
一
回
ず
つ
校
内
で
研

究
授
業
を
公
開
し
、
お
互
い
に
見
合
い
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
外
部

か
ら
そ
の
教
科
に
精
通
し
て
い
る
校
長
を
三
人
、

さ
ら
に
現
在
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
先
生
を
三
人

招
き
、
指
導
や
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
三
社
参
り
 

 
 
 
 
 
 
神
出
か
た
こ
会
会
長
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
嶋
璋
文
 

  
一
月
九
日
（
水
）、
恒
令
例
の
行
事
と
な
っ
て

い
る
三
社
参
り
。
恵
方
（
歳
徳
神
【
と
し
と
く
し

ん
】
の
お
ら
れ
る
方
位
を
あ
き
の
方
【
恵
方
】
と

呼
び
一
か
年
の
吉
の
方
で
あ
る
。
 

 
今
年
は
南
南
東
と
云
う
事
で
、
水
間
観
音
、
日

根
神
社
、
加
太
淡
島
神
社
へ
百
十
名
が
観
光
バ

ス
三
台
に
分
乗
し
て
神
出
各
地
か
ら
出
発
。
昨

年
末
か
ら
続
い
て
い
た
厳
し
い
寒
さ
も
こ
の
日

は
穏
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
て
の
お
参
り
と

な
っ
た
。
 

 
松
の
内
が
明
け
た
と
は
い
え
大
半
の
方
が
初

顔
あ
わ
せ
で
、
あ
ち
こ
ち
で
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
」
の
言
葉
が
飛
び

交
っ
て
い
た
。
 

 
最
初
に
お
参
り
し
た
、
水
間
観
音
は
一
五
八

五
年
豊
臣
勢
に
よ
り
根
来
攻
の
際
、
焼
討
に
遭

い
灰
爐
に
、
そ
の
後
復
興
す
る
も
二
百
年
後
火

災
で
全
焼
、
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
て
い
る
。
当
時

の
秘
話
で
あ
る
「
お
夏
、
清
十
郎
」
の
墓
碑
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
又
境
内
に
は
実
物
大
の
神
馬
の

銅
像
が
建
立
さ
れ
、
馬
腹
に
は
立
派
な
三
巴
の

紋
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
 

 
次
に
日
根
神
社
へ
、
天
皇
家
に
縁
り
あ
る
だ

け
あ
っ
て
荘
厳
な
、
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
神
武

天
皇
の
母
、
玉
依
姫
【
た
ま
よ
り
ひ
め
】
を
お
祀

り
し
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
 

 
隣
接
し
て
地
区
（
日
根
野
）
の
氏
神
さ
ん
、
日

根
野
神
社
（
恵
比
寿
神
社
）
が
有
り
、
宵
戎
と

あ
っ
て
氏
子
さ
ん
達
が
三
々
五
々
お
参
り
に
こ

ら
れ
て
い
た
。
日
根
神
社
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
小
さ
な
素
朴
な
た
た
ず
ま
い
だ
っ
た
が
、

初
々
し
い
中
学
生
の
巫
女
さ
ん
の
手
で
、
お
神

酒
を
土
器
【
か
わ
ら
け
】
で
い
た
だ
い
た
時
は
旅

心
で
浮
つ
い
た
気
持
ち
が
我
に
帰
っ
た
。
神
を

敬
う
氏
子
さ
ん
の
姿
が
心
に
残
っ
た
。
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

白ネギとレンコ
ンを手にもって、
育てたきゃべつ、
白菜などの野
菜を販売してい
ることを説明で
きた喜びを、満
面にうかべてい
る東の藤本礼
子さん 
 

 

 

このセンターでのパンつくりと販売を
皇太子に説明した加古団員 
 

 

 

七夕祭りにて 
 

 

料理教室 
 

 

 

大
歳
神
社
に
て
ひ
と
と
き 
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私
は
未
だ
に
そ
う
で
す
か
ら
、
人
生
経
験
の

未
熟
な
中
学
生
な
の
で
、
目
の
前
に
現
れ
た

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
一
大
事
と
思
い
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
友
だ
ち
、
家
の

人
、
先
生
等
に
相
談
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
る

時
も
あ
れ
ば
、
「
ゆ
っ
く
り
し
て
い
い
よ
。

休
ん
で
ご
ら
ん
。
」
と
い
う
言
葉
で
ほ
っ
と

す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

そ
ん
な
時
、
自
ら
に
勇
気
を
く
れ
る
言
葉
が

あ
れ
ば
、
自
分
の
力
で
何
と
か
乗
り
越
え
て

い
け
る
気
に
な
り
ま
す
。
言
葉
の
力
は
す
ご

い
の
で
す
。
共
に
頑
張
っ
て
い
る
人
や
同
じ

年
代
の
仲
間
を
大
切
に
し
て
、
声
を
か
け
合

い
励
ま
し
合
っ
て
、
中
学
生
は
目
の
前
の
壁

を
乗
り
越
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
全

身
汗
を
流
し
て
取
り
組
ん
だ
り
、
何
度
も
何

度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
目
標
に
一
歩

で
も
近
づ
き
、
少
し
で
も
前
進
し
よ
う
と
諦

め
ず
力
を
注
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
中
学
校

３
年
間
で
、
生
徒
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
、
逞
し
く
成
長
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
並
び
に
地
域

の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
絶
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

  
 

 

改
善
済
み
の
場
所
も
あ
り
ま
す
、
こ
れ
も
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連
携
し
て
き
た
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
、
ま
だ
ま
だ
危
険
箇
所
・
看
板

設
置
箇
所
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
要
求
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

             

ま
た
来
年
も
、
夏
祭
り
・
町
民
運
動
会
そ
の
他

の
行
事
な
ど
協
力
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
神
出
中
学
校
廃
品
回
収
に

多
く
の
資
源
が
集
ま
り
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                

５ 

 
 

 

   
 

       
 

         

「
平
成
二
十
七
年
度
」 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

神
出
中
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

穴
田 

浩
三 

 
 

  

平
成
27
年
度
神
出
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
穴
田
浩
三
で
す
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
は
、
お
手
伝
い
の
事
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

前
渕
会
長
を
先
頭
に
今
年
も
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
あ
と

私
た
ち
の
任
期
も
も
う
す
こ
し
と
な
り
ま
し
た
。 

又
来
年
度
の
役
員
は
４
月
の
総
会
で
皆
さ
ま
の
信
任
を
頂

き
決
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
神
出
パ
イ
パ
ス
開
通
に
と
も
な
い
交
通
渋
滞
な
ど

色
々
な
課
題
が
や
ま
ず
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
色
々
な
所
で
自
転
車
と
車
に
よ
る
接
触
事
故
が
発
生

し
、
そ
の
対
策
に
追
わ
れ
て
き
ま
し
た
、
先
日
神
出
中
学

校
の
校
長
先
生
と
一
緒
に
、
危
険
個
所
の
調
査
及
び
改
善

状
況
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、
横
断
歩
道
の
塗
装
・

国
土
交
通
省
及
び
兵
庫
県
に
よ
る
看
板
の
設
置
な
ど
一
部 

 
 
 

         

体育会・生徒会演技 
「一致団結」 

 

おいしいね！おもち・ぜんざい・とんじる 

子どもと一緒にペッタンコ（連絡所所長） 

親子で仲良くクッキング 

文化祭・全校合唱 
「モルダウ」 

 

廃品回収 

 



 

さ
て
、
神
出
児
童
館
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
新

た
に
「
明
る
い
挨
拶 

元
気
に
遊
ぶ
子
」
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
「
挨
拶
」
も
含
め
、
礼
儀
正
し
い
行
動
に
重
点
を

置
い
た
声
か
け
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

そ
こ
で
、
「
は
き
も
の
を
そ
ろ
え
る
」
と
い
う
こ
と
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

「
だ
れ
か
が
み
だ
し
て
お
い
た
ら 

だ
ま
っ
て
そ
ろ
え

て
お
い
て
あ
げ
よ
う
」
み
ん
な
の
靴
が
そ
ろ
い
、
気
持
ち

が
そ
ろ
え
ば
、
ど
ん
な
に
素
敵
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
世

界
中
の
人
の
心
も
そ
ろ
え
ば
・
・
・
・
・
・
・
。 

 

小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

 

職
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 
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ま
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づ
く
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西
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神
出
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―
二
 

 
 
 
 
 
 
 
地
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祉
セ
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発
行
責
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者
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中
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憲
 

 
 
編
 
集
 
者
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目
 
 
次
 
 
項
 

  
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結

 

・
・
１
 

 
自
治
協
議
会
・
ま
ち
里
報
告
 
・
・
２
 

 
消
防
団
・
友
愛
報
告
 
 
 
 
・
・
３
 

 
民
児
協
・
小
学
校
報
告
 
 
 
・
・
４
 

 
中
学
校
・
児
童
館
報
告
 
 
 
・
・
５
 

 
か
た
こ
会
・
環
境
局
報
告
 
 
・
・
６
 

 
 

「
大
切
に
し
た
い
こ
と
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
戸
市
立
神
出
児
童
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
館
長 

 

福
井 

浩 
  
  

                     

こ
の
詩
を
ご
存
じ
の
皆
さ
ん
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
長
野
市
の
円
福
寺
の
住
職
を
さ
れ

て
い
た
藤
本
幸
邦
さ
ん
は
、
終
戦
直
後
の
昭

和
二
十
二
年
、
三
人
の
戦
災
孤
児
を
円
福
寺

に
連
れ
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
養
護
施

設
を
開
き
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
『
脚
下
照
顧
』
（
「
自
分
の
足

元
を
見
よ
」
「
自
分
の
行
い
を
見
よ
」
）
と

い
う
こ
と
を
子
ど
も
に
分
か
る
よ
う
に
、
そ

し
て
、
そ
れ
が
い
つ
も
行
動
と
し
て
身
に
着

く
よ
う
に
と
考
え
て
創
っ
た
詩
だ
そ
う
で
す
。 
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友
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平成２５年度 定例教室 生徒募集（４月から） 

☆受講を希望される方は、各世話人へ入会金1,000円を添えてお申込みください。 
☆各教室では、上記日程で教室を開催していますので、ご自由に見学してください。 
 

お
知
ら
せ 

は
き
も
の
を
そ
ろ
え
る
と 

心
も
そ
ろ
う 

  心
が
そ
ろ
う
と 

は
き
も
の
も
そ
ろ
う 

  ぬ
ぐ
と
き
に
そ
ろ
え
て
お
く
と 

は
く
と
き
に
心
が
み
だ
れ
な
い 

  だ
れ
か
か
み
だ
し
て
お
い
た
ら 

だ
ま
っ
て
そ
ろ
え
て
お
い
て 

あ
げ
よ
う 

  そ
う
す
れ
ば
き
っ
と 

世
界
中
の
心
も
そ
ろ
う 

で
し
ょ
う 

 

最
近
の
世
の
中
を
見
て
い
る
と
、
経
済
的
豊

か
さ
の
陰
で
人
と
し
て
の
心
、
思
い
や
り
や
優

し
さ
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
「
と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
こ

と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

さ
て
、
神
出
児
童
館
で
は
、
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
新
た
に
「
明
る
い
挨
拶 

元
気
に
遊
ぶ

子
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
「
挨
拶
」
も
含
め
、

礼
儀
正
し
い
行
動
に
重
点
を
置
い
た
声
か
け
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

そ
こ
で
、
「
は
き
も
の
を
そ
ろ
え
る
」
と
い
う

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

「
だ
れ
か
が
み
だ
し
て
お
い
た
ら 

だ
ま
っ

て
そ
ろ
え
て
お
い
て
あ
げ
よ
う
」
み
ん
な
の
靴

が
そ
ろ
い
、
気
持
ち
が
そ
ろ
え
ば
、
ど
ん
な
に

素
敵
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
世
界
中
の
人
の
心

も
そ
ろ
え
ば
・
・
・
・
・
・
・
。 

 

小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

職
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

     

子
ど
も
ス
マ
ホ
依
存
防
止
へ 

 
 
 
 
 
 
 

「
兵
庫
県
が
条
例
案
」 

  

子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す

る
時
間
を
制
限
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
作
り
を
全

て
の
県
民
に
求
め
る
条
例
の
改
正
案
が
兵
庫
県

議
会
に
提
案
さ
れ
た
。 

可
決
さ
れ
る
と
「
全
国
初
」
の
条
例
と
な
る
。 

２
月
18
日
か
ら
始
ま
っ
た
兵
庫
県
議
会
に
提
案

さ
れ
た
の
は
、
青
少
年
愛
護
条
例
の
改
正
案
で
、 

       

。 

子
ど
も
た
ち
の
「
ス
マ
ホ
依
存
」
を
防
ぐ
に
は
ス
マ
ホ
の
利

用
時
間
を
制
限
す
る
な
ど
ル
ー
ル 

作
り
に
、
全
て
の
県
民
が
務
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
や
保
護
者
に
加
え
携
帯
事
業
者
な
ど

す
べ
て
の
県
民
に
ル
ー
ル
作
り
を
求
め
る
条
例
は
全
国
初
と

な
る
。 

全
国
初
と
な
る
改
正
案
は
3
月
本
会
議
で
採
決
さ
れ
る
見
通

し
。 

    

お
知
ら
せ 
 


